「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
					日　時　平成２６年５月２１日（水）２・３・４校時
					場　所　大田市立朝波小学校
					対　象　６年生児童２５名

１　主　題	波根の古墳時代の様子について体験しながら調べてみよう
２　ねらい
· 校区内にある横穴墓群の見学を通して，古墳時代の暮らしに興味をもつ。
· まが玉作りを通して，副葬品など，古墳時代の基本的事項についての理解を深める。
３　展　開
	時間
	学習活動
	指導者の支援・配慮時候
	分担

	９：００



	今日の学習の流れを確認する



古墳時代の様子について想起する
 (
古墳　豪族　大王　前方後円墳
副葬品　まが玉　はにわ　
渡来人
)


	・埋蔵文化調査センターの職員の方を紹介する。発掘調査での体験談を交えながら，具体的な仕事の様子を紹介する。
・教科書のイラスト資料を見て視覚的に確認できるようにする。
・実際に出土した物を見せていただき，学習意欲を高めていく。
	担任



担任
職員

	９：１０


	見学先の２つの横穴墓群についての簡単な説明を聞く

	・波根の横穴墓群の特徴について説明をして，見学時の見るポイントについて知らせる。
	職員



	９：２０
	　（スクールバスで移動）
	
	

	９：３０

	[bookmark: _GoBack]　西迫横穴を見学する

	・見るポイントを示しながら解説をする。
	職員


	９：４５
	　（スクールバスで移動）
	
	

	１０：００

	　大西大師山横穴墓群を見学する

	・見るポイントを示しながら解説をする。
	職員

	１０：２０
	　（スクールバスで移動）+休憩
	
	

	１０：４０



	　まが玉作りを体験する
	・まが玉の原石の出土地域や加工技術などについて解説をしながら，体験的にまが玉作りを体験する。
	職員
担任

	１２：２０
	　学習の振り返りをする
	・感想発表をする。
	担任


４　事前準備　　【学校】　　　　　□スクールバスの手配　□バケツ５つ　□長机３つ
		【埋文センター】　□学習の資料　□まが玉作りキット　□出土品　
